
編集及び発行人 :
東京土建一般労働組合

杉並支部
杉並区高円寺南 3－ 6－ 2 

TEL(3313)1445
 FAX(3313)7096

メール doken-suginami@mx10.ttcn.ne.jp

定価１部50円（購読料は組合費に含む）

●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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2024年（令和６年）

第865号
２
月

下記日程は休館となります。
ご了承ください。

３月１日（金）終日　 書記局会議

３月13日（水）午前

3.13重税反対統一行動（集団申告）

２月28日（水）12時～17時

３月５日（火）12時～17時

税金相談処理

土・日・祝日も休館

支部会館休館のお知らせ

▼
４
年
ぶ
り
に
支
部
会
館
で

制
限
の
な
い
旗
び
ら
き
が
開

催
さ
れ
た
。
参
加
し
た
大
勢
の

組
合
員
に
は
笑
顔
が
あ
り
、み

ん
な
待
っ
て
い
た
ん
だ
な
、
と

実
感
し
た
。
▼
「
組
合
の
役
員

を
引
き
受
け
た
ら
時
間
が
取

ら
れ
大
変
」
と
い
う
声
を
良

く
聞
く
。
自
分
も
役
員
を
引

き
受
け
て
か
ら
、
決
し
て
嬉
し

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
色

ん
な
思
い
を
持
っ
て
務
め
て
き

た
。
少
し
は
役
に
立
っ
て
い
る

か
な
、と
い
う
錯
覚
を
持
ち
な

が
ら
。▼
誰
よ
り
も
信
じ
ら
れ

る
人
が
い
て
、そ
の
人
は
絶
対

に
裏
切
ら
な
い
。
そ
ん
な
人
に

出
会
え
た
の
も
、
役
員
を
引

き
受
け
た
か
ら
だ
と
思
う
。▼

全
建
総
連
の
財
政
部
長
だ
っ

た
菅
原
さ
ん
が
退
任
す
る
際

「
組
合
組
織
は
、
行
動
な
く
し

て
拡
大
な
し
。
拡
大
な
く
し
て

財
政
な
し
。
財
政
な
く
し
て
運

動
な
し
。
運
動
な
く
し
て
前
進

な
し
」
と
話
し
た
言
葉
が
印
象

に
残
る
。
▼
こ
の
思
い
を
持
つ

仲
間
が
増
え
て

い
け
ば
、
ま
だ

ま
だ
未
来
は
明

る
い
は
ず
。
▼

大
き
な
声
に
流

さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
み
ん
な

で
考
え
み
ん
な

で
や
る
。
そ
ん

な
組
合
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
みんなで考えみんなでやる組合を

（栗林 弘行・副執行委員長）

　2024年４月から、建設業に
おける時間外労働の上限規制
が適用されます。
　１月29日にけんせつプラザ
東京でおこなわれた講座の報
告です。

　一人親方は、特別加入で自
分自身の労災事故を補償する
必要があります。新規加入は
随時受付中！

働き方改革連続講座２

一人親方労災
３月上旬に更新３

（国保入院共済150円は別 カッコ内は2023年度）

都　　内 都　　外

法人Ａ種 36,050円
（34,450円）

38,350円
（36,950円）

法人Ｂ種 33,450円
（32,350円）

35,750円
（34,850円）

法人Ｃ種 29,250円
（28,150円）

31,550円
（30,650円）

第１種 30,550円
（29,250円）

32,850円
（31,750円）

第２種 24,850円
（23,750円）

27,150円
（26,250円）

第３種 20,250円
（19,350円）

22,550円
（21,850円）

第４種 20,250円
（19,350円）

22,550円
（21,850円）

第５種 14,850円
（14,250円）

17,150円
（16,750円）

第６種 11,150円
（11,150円）

12,350円
（12,350円）

第７種 8,650円
（8,650円）

9,850円
（9,850円）

家族保険料 2024年度 2023年度
成人男性 11,700円 11,700円
一般 4,200円 4,200円

高校生相当 3,800円 3,800円
中学生相当 3,800円 3,800円
小学生相当 3,000円 3,000円
介護保険料 4,200円 3,700円

４年ぶりに支部会館で開催

新春旗びらき
お
互
い
の
飛
躍
誓
い
合
う

　

１
月
19
日
（
金
）
19
時
よ
り
、
4
年
ぶ
り
に
杉
並
支
部
会
館
に
お
い
て
支
部
旗
開
き
を

開
催
し
ま
し
た
（
全
体
１
５
０
人
・
組
合
員
１
０
９
人
）
。つ
な
が
り
を
強
め
て
こ
そ
の
組

合
。
仲
間
同
士
、
新
年
の
飛
躍
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

旗
び
ら
き
は
、
栗
林
副
委

員
長
、
石
田
主
婦
の
会
副
会

長
の
司
会
で
開
会
し
ま
し
た
。

鎗
田
登
美
雄
執
行
委
員
長
は
、

元
旦
に
発
生
し
た
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
に
触
れ
、
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
東
京
土
建
が
で
き
る

支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
、
ま

ち
の
救
助
隊
ビ
ー
バ
ー
ズ

の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

く
と
表
明
。
杉
並
区
政
で
は
、

私
た
ち
が
要
望
し
た
物
価
高

騰
対
策
や
学
校
給
食
費
の
無

償
化
な
ど
が
実
現
し
た
こ
と

を
話
し
、
最
後
に
杉
並
支
部

は
今
年
75
周
年
を
迎
え
、
み

な
さ
ん
の
支
援
を
賜
り
な
が

ら
要
求
実
現
に
向
け
、一
歩
一

歩
運
動
を
す
す
め
て
い
く
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
は
中
村
隆
幸
執

行
委
員
長
、
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
は
目
黒
支
部
・
佐
藤
忍

委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ

つ
。
鏡
び
ら
き
の
あ
と
、
石
川

雅
昭
副
委
員
長
の
音
頭
で
乾

杯
。
岸
本
聡
子
杉
並
区
長
は

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

「
東
京
土
建
の
み
な
さ
ん
と

も
連
携
し
、
耐
震
改
修
・
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
な
ど
の

防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

し
ば
し
の
歓
談
を
経
て
、

5
人
の
都
議
会
議
員
が
あ
い

さ
つ
、
続
い
て
区
議
会
か
ら

公
明
党
・
立
憲
民
主
党
・
共

産
党
の
各
議
員
、
吉
田
は
る

み
衆
議
院
議
員
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

組
合
歴
50
年
と
な
っ
た
新

永
年
組
合
員
表
彰
で
は
、
該

当
者
9
人
の
う
ち
、
安
藤

邦
佳
さ
ん
（
浜
福
）
と
宮
本

勇
さ
ん
（
高
和
）
が
出
席
し
、

「
組
合
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
東
京
土
建
で
助
か
っ
た
」

と
発
言
。
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

分
会
表
彰
で
は
、
拡
大
表

彰
・
火
災
加
入
促
進
・
国
保

予
算
要
請
ハ
ガ
キ
・
健
診
受

診
率
に
つ
い
て
表
彰
し
、
新

加
入
組
合
員
の
紹
介
も
お
こ

な
い
ま
し
た
。

23
本
用
意
し
た
お
楽
し
み

抽
選
で
盛
り
上
が
り
は
最
高

潮
、
最
後
に
浅
田
正
昭
副
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、

閉
会
し
ま
し
た
。

春一番拡大スタート　

春
一
番
拡
大
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
確
定
申
告
相
談

や
労
災
保
険
、
法
人
設

立
な
ど
、
仕
事
を
続
け
る

上
で
必
要
な
業
務
に
困
っ

て
い
る
仲
間
は
い
ま
せ
ん

か
？
組
合
業
務
を
利
用
し

て
、
吹
き
荒
れ
る
建
設
不

況
を
と
も
に
乗
り
越
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

各
分
会
で
は
「
組
合
員

訪
問
活
動
日
」
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
訪
問
の

際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

組合員訪問活動日

３月14日（木）
19時～21時

分会役員が訪問の際は
よろしくお願いします

法人設立は
組合へ相談を

厚生年金＋建設国保
国に認められた制度です

仕
事
続
け
る
に
は

組
合
が
必
要
だ
！

仲間に組合加入をすすめよう

２
０
２
４
年
度
国
保
料
・
介
護
保
険
料
と
も
に
引
き
上
げ

３
月
納
入
分
よ
り
改
定　

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　医療費の大幅な伸びや、国への納
付金増により、国保財政がひっ迫し
たことによる引き上げです。厳しい中
ですが、ご理解をお願いします。

新
永
年

組
合
員

安藤 邦佳 さん 宮本 勇 さん

杉並区選出都議会議員 衆議院議員

日本共産党
原田あきら
議員

自由民主党
早坂よしひろ
議員

自由民主党
小宮あんり
議員

立憲民主党
関口健太郎
議員

立憲民主党
吉田 はるみ
議員

都民ファースト
あかねがくぼ 
かよ子議員

左から 本部中村委員長、毛塚主婦会長、児玉青年部長、南雲シニア会長、鎗田執行委員長
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東京土建一般労働組合
第77回定期大会代議員選挙
杉並支部選挙管理委員会選挙管理委員長

藤﨑 将士

[日　　程]　2024年3月17日（日）～18日（月）
[会　　場]　ライトキューブ宇都宮（栃木県）
[代議員数] 　９人

受付期間：
　2024年2月8日（木）から16日（金）

（各日9時から17時まで）
受付場所：東京土建杉並支部会館2階

■大会準備委員長（大会運営委員長）
　樋口 三春（浜　福）

■大会副準備委員長（資格審査委員長）
　柳瀬 興太郎（高　和）

■選挙管理委員長
　藤﨑 将士（阿佐谷）

■大会準備委員
　巣山 太一（井　荻）　小幡 伸義（西　荻）
　水尾 浩平（富士見）　福元 廣美（中　央）
　小橋 隆宏（泉　南）

■大会事務局
　双木 淳志（事務局長）　山上 薫平
　中島 拓海

※敬称略

能
登
半
島
地
震
に

強
く
思
う
こ
と

災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

第77回本部大会
代議員選挙告示

立候補
の
受付

大会準備委員会体制決まる
大会準備委員長に
樋口 三春さん

第75回杉並支部
定期大会告示

2023年２月７日
東京土建一般労働組合杉並支部

執行委員長　鎗田 登美雄
大会準備委員長　樋口 三春

　規約第20条に基づき第75回支部定期大会を下
記のとおり開催することを告示します。

[日　程]　2024年４月７日(日)～８日（月）
[会　場]　石和温泉「慶山」（山梨県）
[代議員の選出]
分会の組合員数（30人に1人の割合で14捨15入）
に応じて選ばれた組合員と支部役員をもって代議
員の構成とする。

　1月31日に中野ゼロホールでおこなわれた国民
春闘総決起集会には、杉並支部から10人の仲間が
参加しました（全体700人）。
　物価や原材料の高騰が続くなか、実質賃金は
20か月連続でマイナスです。
　各労働組合からの報告のほか、集会アピールで
は「全国一律最賃1500円以上・消費税減税とイン
ボイス制度廃止・軍拡ではなく社会保障の充実」
などを満場一致で採択、国民春闘をたたかい抜く
決意を固め合いました。

国民春闘中央総決起集会

大幅賃上げ・消費税減税
インボイス廃止

　

１
月
27
日
に
杉
並
区

役
所
に
お
い
て
、
自
治
体

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
よ
る
要
請

行
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
10
人
（
杉

並
支
部
４
人
、
東
京
地
評

２
人
、
そ
の
他
４
人
）
、
杉

並
区
役
所
か
ら
は
人
事
課

よ
り
4
人
が
対
応
。

　

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
は

毎
年
全
都
で
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
各
自
治
体
の
関

係
部
署
の
職
員
と
懇
談
を

お
こ
な
う
こ
と
で
、
私
た

ち
の
要
求
を
区
政
に
届
け

て
い
ま
す
。

　

公
契
約
条
例
に
関
す

る
分
野
で
は
「
毎
月
お
こ

な
っ
て
い
る
現
場
賃
金
調

査
に
ぜ
ひ
区
職
員
の
み
な

さ
ん
も
同
行
し
て
、
現
場

従
事
者
の
賃
金
の
実
態
を

把
握
し
て
欲
し
い
」
と
い

う
要
請
に
対
し
「
一
番
の

課
題
は
条
例
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
。
昨
年
み
な
さ

ん
か
ら
要
請
が
あ
り
、
条

例
ポ
ス
タ
ー
を
時
給
表

示
か
ら
日
額
表
示
に
し
て
、

賃
金
下
限
額
が
は
っ
き
り

分
か
る
も
の
に
作
り
変
え

た
。
事
業
者
向
け
・
労
働

者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
今

年
3
月
中
に
実
施
す
る
。

結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
検

討
す
る
」
と
回
答
。

「
建
退
共
の
購
入
枚
数
と

貼
付
枚
数
を
集
計
し
て
欲

し
い
」
と
い
う
要
望
に
対

し
て
は
「
年
1
回
事
業
者

と
の
意
見
交
換
会
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
そ
の
場
で

話
題
と
し
て
い
き
た
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
「
事
業
者
が
何

枚
証
紙
を
購
入
し
た
か
、

台
帳
は
必
ず
存
在
す
る
。

合
計
何
社
が
何
枚
購
入
し
、

何
枚
貼
付
し
た
と
い
う
自

治
体
の
報
告
も
あ
る
。
ぜ

ひ
検
討
い
た
だ
き
た
い
」

と
補
足
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

（
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

シ
ス
テ
ム
）
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
現
場
へ
の
設
置
し

て
ほ
し
い
」
に
対
し
て
は

「
設
置
の
強
制
は
で
き
な

い
が
、
事
業
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
す
す
め
て
い

き
た
い
」
と
の
回
答
で
し

た
。

　

そ
の
他
、
担
当
部
署
に

伝
え
る
こ
と
を
約
束
し
た

「
災
害
対
策
と
し
て
の
高

齢
者
住
宅
Ⅰ
Ｈ
ヒ
ー
タ
ー

化
助
成
制
度
の
創
設
」

「
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
費
用

助
成
制
度
の
創
設
」
な
ど

に
つ
い
て
要
請
・
懇
談
を

深
め
ま
し
た
。

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

区政へ
私たちの
要求を届ける

公
契
約
条
例

周
知
ポ
ス
タ
ー
（
変
更
前
）

公
契
約
条
例

周
知
ポ
ス
タ
ー
（
変
更
後
）

発言する栗林副委員長

　

２
０
２
４
年
4
月
か
ら
、建
設
業
に
お
け
る
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。週
６
日
労

働
や
人
手
不
足
な
ど
、課
題
の
多
い
建
設
業
。
今
回

は
、東
京
土
建
本
部
で
お
こ
な
わ
れ
た「
建
設
業
の

働
き
方
改
革
連
続
講
座
」の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

労
働
時
間
と
は

　

労
働
時
間
と
は
、
使
用

者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か

れ
て
い
る
時
間
の
こ
と
で
、

就
業
規
則
な
ど
の
定
め

で
は
な
く
「
実
態
が
ど
う

な
の
か
」
で
判
断
し
ま
す
。

労
働
時
間
に
参
入
す
る
か

ど
う
か
の
具
体
例
は
、
上

の
表
の
通
り
で
す
。

労
働
時
間
の
把
握

　

建
設
業
で
は
、
事
務
所

や
作
業
場
か
ら
現
場
に
向

か
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
「
業
務
」
に

当
た
る
の
で
労
働
時
間
と

な
り
ま
す
。
逆
に
直
行
直

帰
の
場
合
は
「
通
勤
」
に

当
た
る
の
で
通
勤
時
間
で

す
。
会
社
と
し
て
は
、
直

行
直
帰
の
文
書
化
や
乗
合

は
社
員
同
士
（
事
業
主
は

関
与
し
な
い
）
、
事
前
作

業
や
業
務
指
示
は
し
な
い

な
ど
、
ル
ー
ル
化
が
必
要

に
な
り
ま
す
（
材
料
を
積

ん
だ
車
を
運
転
す
る
人
は

業
務
扱
い
）
。
２
月
に
３

回
目
の
講
座
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は

支
部
ま
で
。

■労働時間に「算入する」「算入しない」
算入する 算入しない

労働者の自主的な残業 会社が黙認・成果を享受 残業しないよう指示
着替え 義務付けあり 義務付けなし
休憩中 来客・電話対応 業務から離れている
教育研修 義務付けあり 義務付けなし
健康診断 特殊健康診断 一般健康診断

働き方改革連続講座③

２月27日（火）
19時～20時30分

WEB対応・申し込みは支部まで

建設業の
働き方改革①

労
働
時
間
の

管
理

　

令
和
６
月
１
月
１
日
午
後
４
時

10
分
、こ
の
時
『
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
』と
い
う
衝
撃
が
日
本

列
島
を
襲
っ
た
。
お
そ
ら
く
誰
も

が
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
は
、

予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

能
登
半
島
地
震
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ま
に
、
謹
ん

で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
救
援
・
支
援
活
動
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

日
本
の
列
島
に
い
る
以
上
、
災

害
は
、
時
や
場
所
、
状
況
を
関
係

な
く
起
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
み

な
さ
ま
も
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
ど
の
状
況
に
お
い
て
も

防
災
の
基
本
で
あ
る
、
自
助
の
意

識
を
日
頃
よ
り
高
め
て
お
く
こ
と

が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
、被
災
地
の
能
登
半
島
の

面
積
は
、東
京
都
よ
り
１
割
大
き

く
人
口
は
50
分
の
１
で
す
。比
較

す
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、も

し
東
京
に
い
て
同
規
模
の
地
震
で

被
災
し
た
場
合
、人
の
行
動
や
、そ

し
て
ま
ち
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
、そ
し
て
今
、ど
の
よ
う
な
備

え
を
し
て
お
く
べ
き
な
の
か
、数
字

を
み
て
少
し
想
像
し
て
み
ま
し
た
。

　

昨
年
、
防
災
士
の
資
格
を
取
得

さ
れ
た
杉
並
支
部
常
任
執
行
委
員

の
塚
原
恒
平
さ
ん
が
、
震
源
地
に

近
い
新
潟
県
の
ご
実
家
に
帰
郷
さ

れ
て
い
た
際
、こ
の
地
震
が
起
き
、

被
災
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
幸
い

に
も
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
は
、
大

き
な
被
害
に
は
合
わ
な
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
さ
す
が
に
街
の
中
は

防
災
警
報
が
ス
マ
ホ
の
警
報
と
合

わ
せ
鳴
り
響
き
続
け
、
津
波
に
対

す
る
不
安
が
高
ま
り
、
騒
然
と
し

て
い
た
様
子
を
切
実
に
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
塚
原
さ
ん
は
、
屋
内
の

家
具
転
倒
防
止
や
家
具
の
扉
の
耐

震
ロ
ッ
ク
等
の
日
頃
の
対
策
の
必

要
性
に
つ
い
て
、こ
れ
か
ら
も
体

験
者
と
し
て
強
く
伝
え
て
い
き
た

い
、と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
京
土
建
杉
並
支
部
が
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
お
く
意
義

が
多
い
に
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
最

後
に
、
能
登
半
島
で
の
災
害
に
対

し
、
早
期
に
復
旧
・
復
興
さ
れ
る

こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
ま

た
支
部
を
通
じ
、
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
際
は
是
非
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

時給から
日額表示に変更
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２
月
当
初
人
員
３
、０
３
８
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

大
西　

将
史

電
気

井

荻

直
接
加
入

島
田　

知
行

土
木
・
舗
装

西

荻

鶴
郷　

英
司

別
府　

大
輔

電
気

阿
佐
谷

熊
沢　

慎
太
郎

横
山　

昇

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

直
接
加
入

中
原　

慶
亮

と
び

阿
佐
谷

田
母
神　

裕
和

高
田　

真
悟

は
つ
り
・
解
体

阿
佐
谷

丹
羽　

裕
幸

本
多　

将
士

防
水

阿
佐
谷

本
多　

康
克

戸
ケ
﨑　

元
信

建
設
機
械
運
転

阿
佐
谷

青
木　

厚
子

小
沢　

健
志

電
気

中

央

小
沢　

京
子

湯
原　

諒
祐

冷
暖
房

中

央

田
崎　

和
人

久
慈　

立
朗

建
物
サ
ー
ビ
ス

浜

福

藤
原　

要

筒
井　

和
彦

塗
装

浜

福

富
田　

孝
義

山
口　

有
治

建
物
サ
ー
ビ
ス

高

和

高
橋　

勝
美

■外構造園作業スタッフ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■電気工事■
【社員】
㈲リケン

代表　縫村　信秋
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■配管工■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■防水■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■造園工■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■測量士・測量士補■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　成規
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■塗装・防水・電気・営業■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■塩ビシート専門■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

■揚重工■
【社員】
㈱秀英舎

代表　飯岡　秀斗
杉並区和田1-13-11-203
℡080-1230-6083

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

　

仕
事
中
の
ケ
ガ
は
、
健
康
保
険
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
労
災
保
険
で
治
療
を
お
こ
な
い

ま
す
。
年
度
更
新
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。一
人
親
方
労
災
の
加
入
者
に
は
、
個
別
に
案
内
を

郵
送
し
ま
す
。
お
送
り
し
た
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
支
部
会
館
に
て
保
険
料
を
お
納
め
く

だ
さ
い
（
新
規
加
入
の
相
談
は
随
時
受
付
中
で
す
）
。

一
人
親
方
労
災
保
険

更
新
の
手
続
き
を

　

一
人
で
も
人
を
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
災
保
険

の
加
入
義
務
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、自
分
一
人
で
仕
事
を

請
け
る
一
人
親
方
は
、労
災

特
別
加
入
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。特
別
加
入
者
は
、補
償

の
基
準
と
な
る
「
基
礎
日

額
」
を
自
分
で
決
め
て
加

入
し
ま
す
（
詳
し
く
は
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
）。

労
災
総
合
保
険

（
上
乗
せ
保
険
）

　

一
人
親
方
労
災
の
休
業

補
償
額
は
、
給
付
基
礎
日

額
の
８
割
で
す
。
仲
間
の

多
く
は
日
額
５
、０
０
０

円
に
加
入
し
て
い
ま
す

が
、
１
日
あ
た
り
の
休
業

補
償
額
は
４
、０
０
０
円
・

ひ
と
月
12
万
円
の
保
障
と

な
る
た
め
、
こ
れ
で
は
生

活
が
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、

休
業
補
償
額
を
一
日
２
、

０
０
０
円
上
乗
せ
で
き
る

「
労
災
総
合
保
険
（
上
乗

せ
労
災
）
」
へ
の
加
入
が

お
す
す
め
で
す
。

　

日
数
の
制
限
等
は
あ
り

ま
す
が
、
手
ご
ろ
な
掛
金

で
、
補
償
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
す
（
下
表
を
参

照
）
。
ご
加
入
を
検
討
く

だ
さ
い
。
な
お
、
事
業
所

労
災
と
雇
用
保
険
の
年
度

更
新
は
、
４
月
中
旬
以
降

の
予
定
で
す
。

　

ご
不
明
点
は
支
部
・

喜
多
ま
で
（
℡
０
３
‐

３
３
１
３
‐
１
４
４
５
）

総
合
賠
償
責
任
保
険

「
総
合
賠
償
責
任
保
険
」

と
は
、
仕
事
中
の
対
人
・

対
物
に
対
し
、
賠
償
責
任

が
発
生
し
た
場
合
（
加
害

者
と
な
っ
た
場
合
）
に
補

償
さ
れ
る
保
険
で
す
。

4
土
建
（
神
奈
川
・
埼

玉
・
千
葉
・
東
京
）
25
万

組
合
員
の
要
望
に
応
え
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
保
険
制

度
で
、
業
種
や
プ
ラ
ン
に

よ
っ
て
保
険
料
が
異
な
る

た
め
、
ま
ず
は
お
見
積
り

を
（
法
人
は
損
益
計
算
書
、

個
人
は
確
定
申
告
書
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
）
。
保
険

金
額
は
、一
事
故
3
億
円

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■上乗せ保険に加入した場合の保険料と補償額の比較 

３月６日(水)、７日（木）、８日（金）、
11日（月）、12日（火）、14日（木）、15日（金）
[時　間] 10時～16時30分
[場　所] 支部会館２階
※郵送した書類をご持参下さい
※事業所は４月中旬以降の予定

一人親方
労災更新
手続き期間

一人親方

労災加入者証

更新時に発行
します

　賭け事でなく点数勝負の個人戦でおこないます。
経験問わず初心者も大歓迎！年齢制限なく参加でき
ます。交流会後に懇親会を開催、個人上位者の発表
と表彰をおこないます。

　荻窪税務署への申告者は、蚕糸の
森公園で役員が申告書をお預かりし
て申告し、杉並税務署解散付近で控え
をお渡しします。

３月３日（日）
10時集合　10時30分スタート

高円寺・雀荘「ミスチョイスQ」
（高円寺南4-26-12 福丸ビル5F）

4,000円（場所代・懇親会代）

支部・藤澤まで

日　時

会　場

参加費

申　込

3.3 後継者対策部主催

麻雀交流会
第
11
回

賭けなし点数勝負

【
災
害
対
策
部
発
】
1
月

28
日
（
日
）
に
杉
十
小
学

校
に
隣
接
し
て
い
る
災

害
備
蓄
倉
庫
に
お
い
て
、

バ
ー
ル
や
カ
ケ
ヤ
と
い
っ

た
災
害
用
資
機
材
の
技
術

指
導
に
、
ま
ち
の
救
助
隊

ビ
ー
バ
ー
ズ
よ
り
、
吉
田

隊
長
と
齋
藤
副
隊
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

地
域
防
災
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
連
絡
会
よ
り
、

区
内
に
あ
る
災
害
備
蓄
倉

庫
に
は
、
新
品
の
資
機
材

が
眠
っ
て
お
り
、
そ
の
使
い

方
を
教
え
る
人
が
い
な
い

の
で
教
え
て
欲
し
い
、
と
の

依
頼
に
応
え
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
ビ
ー
バ
ー
ズ
は
、

地
域
防
災
組
織
と
も
連
携

し
て
い
き
ま
す
。

1.28 災害資機材取扱訓練

ビ
ー
バ
ー
ズ
が

技
術
指
導

３
月
13
日
は
集
団
申
告
へ

消
費
税
率
引
き
下
げ
・
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止

【
税
金
対
策
部
発
】
今
年
は
4
年
ぶ
り
に

集
団
申
告
（
デ
モ
行
進
）
を
お
こ
な
い
ま
す
。

申
告
の
基
本
は
「
自
主
記
帳
・
自
主
計
算
・

自
主
申
告
」で
す
。
自
ら
確
定
申
告
を
お
こ

な
う
こ
と
で
、自
身
の
経
営
状
態
が
掴
め
ま

す
。ま
た
給
料
か
ら
所
得
税
を
天
引
き
さ
れ

て
い
る
方
も
、寄
付（
ふ
る
さ
と
納
税
含
む
）

や
医
療
費
が
た
く
さ
ん
か
か
っ
た
場
合
な
ど

は
、税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

消
費
税
率
の
引
き
下
げ
や
イ
ン
ボ
イ
ス
中

止
な
ど
、集
団
申
告
で
私
た
ち
の
要
求
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

3月13日(水)
9時30分受付開始
10時開会
蚕糸の森公園 大滝前

荻窪署に申告の方は
９時30分までに受付を

　納付税額がゼロの場合でも申告を

おこないましょう。「非課税証明書」

の発行や、土建国保の「限度額認定」

「就業実態調査」で必要になります。

詳しくは支部まで。

納付税額がゼロでも申告を

2019年の集団申告

日　時

場　所

3
・
13
重
税
反
対
統
一
行
動

カケヤの使い方を指導する齋藤副隊長（右）と吉田隊長（左）

一人親方労災
日額10,000円

一人親方労災
日額8,000円 上乗せ保険Ⅲ型

休業補償額（1日） 8,000円 6,400円 2,000円
年間掛金 65,700円 52,560円 8,100円
差額 ▲5,040円 休業補償額8,400円・掛金60,660円

＋
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妻
と
は
東
京
に
い
る
と
き
に
親
戚
の

紹
介
で
知
り
合
い
、
同
じ
新
潟
出
身
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
仲
良
く
な
っ
て
結
婚
し
ま

し
た
。
妻
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
土
建
に
は
、
中
野
に
住
ん
で
い

た
親
方
の
す
す
め
で
昭
和
33
年
に
中
野

支
部
に
加
入
し
ま
し
た
。
当
時
、
軟
式
野

球
チ
ー
ム
が
各
支
部
に
あ
り
中
野
支
部

は
と
て
も
強
く
、
西
部

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
優
勝
、

神
宮
外
苑
で
開
催
さ
れ

た
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（
建
設
ユ
ニ
オ
ン
な
ど

12
チ
ー
ム
が
出
場
）
で

3
連
覇
を
飾
っ
た
こ
と

は
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

杉
並
支
部
と
も
対
戦
し

ま
し
た
が
、一
度
も
負

け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
（
笑
）
。

　

地
域
再
編
が
あ
り
、

昭
和
48
年
に
杉
並
支

部
へ
異
動
し
ま
し
た
。

群
長
を
20
年
務
め
、
今

年
で
在
籍
50
年
に
な
り
、
永
年
表
彰
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

趣
味
は
ヘ
ラ
鮒
釣
り
で
す
。
千
葉
県
の

印
旛
沼
、
山
梨
県
の
精
進
湖
、５
０
０
人

収
容
で
き
る
つ
く
ば
の
管
理
釣
り
堀
な
ど
、

時
間
を
見
つ
け
て
は
出
掛
け
て
い
ま
す
。

　

独
立
し
て
商
売
を
続
け
る
に
あ
た
っ

て
、
労
災
保
険
や
建
設
業
許
可
、
確
定
申

告
な
ど
、
面
倒
な
手
続
き
を
組
合
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
の
で
、
こ
こ
ま
で
仕

事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
京

土
建
に
加
入
し
て
、
心
か
ら
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。【

取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
新
潟
県
上
越
市
の
出
身
で
す
。

11
人
兄
弟
の
7
番
目
、
三
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
は
、
川
で
魚
釣

り
や
泳
い
だ
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。
体
を

動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
運
動

会
な
ど
積
極
的
に
参
加
、
リ
レ
ー
の
選
手

に
選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
学
を

卒
業
後
、
東
京
で
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、

親
戚
が
塗
装
業
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
上
京
、
親
方
の

自
宅
に
住
み
込
み
で
働

き
始
め
ま
し
た
。

30
歳
の
時
、
親
方
か
ら

得
意
先
を
分
け
て
も
ら

い
独
立
、
あ
り
が
た
か
っ

た
で
す
。
そ
の
お
客
さ
ん

と
は
今
で
も
付
き
合
い

が
あ
り
ま
す
。
苦
労
と
い

う
言
葉
が
嫌
い
で
す
。
仕

事
の
苦
労
は
当
た
り
前

と
思
っ
て
続
け
て
き
ま
し

た
。
仕
事
で
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は
、
良
い
仕
事

を
す
る
こ
と
と
、
嘘
を
つ

か
な
い
こ
と
。
特
に
女
性
の
お
客
さ
ん
と

は
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
で
信
頼
関
係

が
築
け
、
知
り
合
い
を
た
く
さ
ん
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

組 合 の 助 け で

83 歳まで仕事できた

宮
みやもと

本 勇
いさむ

さん　高和・塗装

１
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

40
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員
が
病

気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た
時

の
生
活
を
助
け
合
い
、
結
婚
や
出

産
、
仲
間
や
家
族
が
亡
く
な
っ
た

時
な
ど
に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の

助
け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を
受
け
て

い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

齊
藤　

由
美
（
富
士
見
）

【
出
産
】

縫
村　

俊
祐
（
浜　

福
）

望
月　
　

洋
（
高　

和
）

江
口
啓
一
郎
（
泉　

南
）

川
添
恒
太
郎
（
企　

業
）

内
藤　

優
司
（
直　

属
）

　
　

ほ
か
1
件

【
新
入
学
】

1
件

【
20
歳
】  

2
件

【
資
格
取
得
】

9
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

齋
藤　

知
子
（
井　

荻
）

横
山
登
美
雄
（
西　

荻
）

松
葉　
　

潔
（
西　

荻
）

小
野　

典
子
（
富
士
見
）

兵
藤　

佑
輔
（
阿
佐
谷
）

浜
名　
　

洋
（
中　

央
）

森
屋　

淳
一
（
浜　

福
）

花
澤　

正
人
（
高　

和
）

小
原
志
津
子
（
高　

和
）

佐
藤　

健
治
（
泉　

南
）

佐
藤　

信
吾
（
企　

業
）

中
山　

雅
和
（
直　

属
）

ほ
か
2
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

村
上　

一
人
（
富
士
見
）

百
沢　

富
夫
（
中　

央
）

佐
藤　

健
治
（
泉　

南
）

河
野　

紀
子
（
泉　

南
）

【
家
族
死
亡
】

3
件

2024年
支部旗びらきで

永年表彰

趣味の
ヘラ鮒釣り

今、シニアさろんが熱い！

【南雲 皓一　シニア友の会会長】
　みなさんこんにちは。今、シニア友の会
では「杉並シニアさろん」を毎月開催し、
映画や輪投げなどで親睦を図っています。
ぜひ仲間を誘ってご参加ください。

杉並
シニア
さろん

2月21日（水）
12時30分～輪投げ　13時30分～映画鑑賞

杉並支部3階

日　時

場　所

南雲シニア会長

仲間を誘って集まろう

【
厚
生
文
化
部
発
】
2
月

4
日
（
日
）
に
支
部
会
館

に
お
い
て
、
厚
生
文
化
部

初
の
試
み
と
な
る
ヨ
ガ
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
荻
窪
に
あ
る

「
ヨ
ガ
B
e
y
o
n
d
荻

窪
教
室
」
よ
り
代
表
の
渚

（
な
ぎ
さ
）
先
生
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
参
加
者
が
集
ま

る
か
不
安
で
し
た
が
、
老

若
男
女
さ
ま
ざ
ま
な
層

か
ら
21
人
の
参
加
が
あ
り
、

約
１
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
ヨ
ガ
の
基
礎
的
な
呼

吸
法
や
タ
オ
ル
を
使
っ
た

ポ
ー
ズ
な
ど
を
教
わ
り
ま

し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
に
無
理
を

さ
せ
な
い
丁
寧
な
指
導
の

も
と
、
終
始
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
ム
ー
ド
で
ヨ
ガ
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

厚
生
文
化
部
で
は
今
後

も
、
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
き
ま
す
。

ヨガの素晴らしさはココロが前向きになることです

体ほぐして体ほぐして
心もリラックス心もリラックス

厚生文化部が

ヨガ教室初開催

照
明
を
落
と
す
と
集
中
力
が
高
ま
り
ま
す

体ほぐして
心もリラックス


